
対象　在宅で65歳以上の１人暮らしまたは高齢者の
みの世帯に属し、下肢、視覚、精神的障害のため、
一般の交通機関の利用が困難な人（所得制限あり）
内容　市内の医療機関、公共施設への送迎（週１回
まで）
利用時間　９時～18時
※日曜日、祝日、年末年始は実施しません。

対象　徘徊のみられる認知症高齢者（65歳未満の特
定疾病の人を含む）を介護している家族
内容　ＧＰＳを利用して現在地が確認できる装置の
貸出し
料金　❶機器　無料❷情報提供料（利用者負担）　
電話照会　１回216円、インターネット・携帯電話照
会　１回108円（月２回まで無料）❸現場急行料（利
用者負担）　１回１時間につき10,800円

１人暮らし高齢者などの緊急事態に対応します。
対象　65歳以上の１人暮らしで虚弱な人またはねた
きり高齢者と同居する65歳以上のみの世帯に属する
人
※対象者とならない１人暮らしの高齢者や高齢者世
帯の人でも実費で取り付けることができますのでご
相談ください。
内容　緊急時に電話の非常ボタンや緊急通報用ぺン
ダントを押すと緊急通報センターにつながる機器を
貸与

消防法および火災予防条例により既存の住宅には
設置が義務化されています。
対象　次のいずれかに該当する人
①65歳以上の１人暮らしで生活保護受給者または住
民税非課税者
②住民税非課税世帯に属するねたきり高齢者
内容　煙を感知し、音で知らせる火災警報器の支給・
取付
用具　住宅用火災警報器を台所用、寝室用の２器
※２階に寝室がある場合は階段に１器追加します。

対象　65歳以上で、１人暮らしまたは高齢者のみの
世帯で調理・食材の確保が困難な人
内容　毎週月・水・金曜日または火・木・土曜日、
または毎日の夕食で普通食、おかゆ、刻み食、医師
の指示による治療食のいずれかを選択
料金　１食300円

地震発生時の家具の転倒を防止するため、家具な
どを固定します。
対象　65歳以上の高齢者のみの世帯に属する人
内容　転倒防止用の固定金具などの取付（対象とな
る家具の５点まで取付可能）
※借家・アパートに住む人は、家主の了解が必要で
す。

１人暮らしや高齢者のみの世帯の家庭生活などを
支援し、安心して在宅で生活ができるように次のサ
ービスを進めています。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
問合せ　高齢介護課高齢福祉係

対象　在宅（入院・入所中は除く）で、65歳以上の
ねたきりまたは認知症の状態が３か月以上継続し、
おむつを必要とする人
内容　市が適当と認めた事業所でおむつなどの介護
用品を購入できる給付券を交付
給付券額　１か月3,000円
※要介護認定（要介護４・５）を受けている住民税
非課税世帯の人は6,250円です。

外出支援サービス

徘徊高齢者
位置情報システムサービス
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火災警報器給付

高齢者配食サービス

おむつ支給

家具転倒防止事業

はいかい

高齢者の
在宅生活を支援します

高齢者の
在宅生活を支援します
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認知症サポーター養成講座 認知症サポーターフォローアップ講座

市では、認知症の人が行方不明になった際に、そ
の家族などからの依頼により、支え愛サポーターに
メールを配信し、より多くの人に捜索協力をお願い
する事業を実施しています。

支え愛サポーターとは
・本事業を理解し、メール受信の登録をしてもらう
人です。市外の人でも登録できます。

・メール受信時は、仕事や日常生活のなかで、でき
る範囲内で協力してください。

・発見時には、適正な安全確保をし、市役所または
碧南警察署へご連絡ください。
メール配信について
・登録は無料です。ただし、登録やメール受信にか
かる費用は登録者負担です。

・メールの配信時間は、８時30分～20時です。
・捜索協力以外にも、認知症に関するイベントなど
の情報を配信します。
登録方法
携帯電話で、右のＱＲコードを読

み取るか、以下のアドレスに空メー
ルを送信して登録してください。
hekinan-kourei@raiden.ktaiwork.jp
※メールの受信制限をしていると登録できない場合
があります。詳しくは各携帯会社へお問い合わせく
ださい。

認知症サポーターとは、認知症の基本的な知識を
持ち、認知症の人やその家族の身近な理解者として、
自分のできる範囲で応援する人です。
認知症について正しく理解し、偏見を持たずに認

知症の人やその家族に対しての接し方を学びます。
市職員も受講します。
とき　９月30日㈮　14時～15時30分
ところ　市役所２階談話
室２・３
定員　20人（先着順）
申込み　９月16日㈮より
高齢介護課高齢福祉係
※電話でも受け付けます。

認知症の人との接し方について、具体例を交えて
紹介します。認知症の人とのよりよい接し方を学ん
でみませんか。認知症サポーター養成講座を受講し
ていない人でも受講できます。
受講者のうち希望する人は10・11月に市内グルー
プホームの見学や入所者と交流することができます。
とき　10月13日㈭　13時30分～15時30分
ところ　市役所２階会議室４・５
内容　講話「認知症者との接し方（実践編）」、グ
ループワーク
定員　50人（先着順）
申込み　９月16日㈮より高齢介護課高齢福祉係
※電話でも受け付けます。

対象者の事前登録
行方不明になる可能性がある対象者を事前に登録

してもらうことで、メール配信や連絡などの手続き
をスムーズに行うことができます。是非、事前登録
をしてください。
事前登録をする場合
ところ　高齢介護課高齢福祉係
申請者　認知症高齢者を介護する家族など
※個人情報の配信についての同意が必要です。
持ち物　印鑑、申請者の身分証明、対象者の顔写真
など（写真は返却しません）
※顔写真はメールで配信しません。
捜索メールを配信希望する場合
配信時間は８時30分～20時です。
土・日曜日、祝日も対応します。
申込み　行方不明者届とメール配
信依頼届を碧南警察署（☎46-0110）
※警察署へ行方不明者届を出して
いない人はメール配信できません。
夜間・休日も受け付けますが、す
ぐに対応できない場合があります。

安心ッス！！へきなん支え愛ネットに登録しましょう

△認知症サポーターの目印
であるオレンジリング

支え愛サポーター募集

安心ッス！！へきなん支え愛ネットとは

問合せ　高齢介護課高齢福祉係
９月21日は世界アルツハイマーデーです。アルツハイマー病とは、認知症の原因となる代表的な病気で、こ
の日を中心に世界各地で認知症への理解促進が行われています。
市においても、認知症高齢者とその家族が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちづくりを目指していま

す。認知症はどなたでもなり得る病気です。地域で認知症の人を支えるまちづくりにご協力をお願いします。
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